
　　　　

令和 8 年 1 月 22 日

8 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ”よつば”は子どもたち一人ひとりが「自分自身の力ですること」の「自立」を目指します。

事業所名 放課後等デイサービス事業所よつば 作成日支援プログラム（参考様式）

・数や色などの概念理解について：自立課題を通して、数字や色、言葉の概念や理解を学べるように支援する。視覚的な機能の活用するビジョントレーニングなどを行う。
・獲得できたスキルを行動や活動につなげる：生活スキルや子どもの活動については、個別スケジュールの活用や一人でできるように手順書を使う。困った場面などに、行動方法を視覚的
に説明したりする。

・コミュニケーションについて：他児との活動（製作活動、おやつ作り、余暇活動など）を通して、共同注意の獲得や相互的な言葉のやりとり、要求や説明などのコミュニケーションの向
上を図ることができるように支援する。・言葉の形成、文章作りについて：単語の獲得や文字の理解に繋げるための自立課題を行う。イラストや言葉（単語）を明示することで、文章作り
に取り組めるように支援する（意思表出が難しい児童には絵カードなどを用いたコミュニケーション方法を行う）。

・他児との関係性や協同遊びについて：他児との協同遊び（ボードゲーム、製作活動など）通して、信頼関係の構築、交友関係を広げることができるように行う。
・集団参加について：主にボードゲーム、製作活動、おやつ作りなどの活動を通して、役割分担、協力、勝ち負けなどのルールやマナーの理解をすることで社会性が学ぶことができるよう
に支援する。

支援方針

・その子のライフステージに対しての自立を支援します。
・子どもたちが心身ともに楽しく、健やかに過ごせる場所を提供します。
・子どもたちを療育する上での”安心”（安全）面を心がけます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・家族交流会
・公民館の掃除、地域のゴミ拾い（地域への取り組み）
・旅行（ジョイフルパークなど）、デイキャンプ、イチゴ狩り、職場見学など

（別添資料１）

家族支援

・児童の行動特性や心身の状況について保護者の方へ相談援助を行う。
・事業所で取り組めたこと、獲得できたスキルをご自宅でも取り組めるように情
報提供を行う。

移行支援

・児童の進学、進路に向けて学校や保護者との情報共有を行う（本人の得
意なこと、興味があること、学習面について相互間で共有する）。
・地域の行事ごとに参加し、交流を図る。

地域支援・地域連携

・児童の成長において、特に学習面や他児との交友関係など学校との連携、情報
交換を行う。
・医療機関への定期受診の際に、児童の心身の状況などの情報提供を行う。

職員の質の向上

・施設内研修：自閉症、学習症などの特性についてDVDなどを用いて研修
を行う。・施設外研修：主にTEACCHプログラム、LD学会などの研修に参加
し支援方法などを学ぶ。

支　援　内　容

・生活スキルについて：おやつ作りやクッキングなどを中心に、机拭き、洗濯たたみや掃除などのライフスキルの獲得ができるように支援する。
・健康面について：心身の状態の把握や病気や体調不良等が見られたときの対応を行う（自分でも気持ちやコンディションを知ることができるように絵カードを使用する）。
・環境調整について：生活面や学習面について、児童が過ごしやすく、本人に分かりやすいように空間の環境調整を行う。

・感覚について：保有する感覚機能を用いて、児童が楽しく学べるような感触遊びや生活面に生かすことができるよな支援を行う（特異的な感覚がある場合は、その子に合わせた環境調整
を行う）。
・基本的な運動動作や協応動作について：体力面はウォーキングやプールなどの運動、協調運動は縄跳びやサーキット運動、目と手の協応はアイロンビーズなどの製作活動を行う。

本
人
支
援


